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カツオの還元型チトクローム C の2 ・3λ分解能にむける単結品×線構造解析を，新たな置換体の調整
により行うことができた。位相決定は重原千同型置換法で、行った O 異常分散を利用しなかったので，
最底 2 種の良質な同型置換体が必要で、あるが， 4 A分解能における解析の結果，これに使用された 2
種の置換体の内， 1 つは同型性などの問題から，高分解能の解析には利用できないことがわかった。






るので， Fp の誤差も考慮し，かつ標準的差も等しくないとして，位相の確率分布を評価した。 2 ・ 3














カツオ還元型(フエロ)チトクローム C の X線解析については先に 4λ分解能解析に成功したもの





すなわち，精密解析のための良質の回折強度値を得るために新しい重原子として， (CH3) 2 Sn C1 2 と





工夫を加えた Richard Box を試作した。
なお，分子構造を元として，この蛋白質の電子伝達機能についても考察しているが，特にこの物質
の構造上の特長である水素結合ネットワークによるプロトンリレーシステムによる解釈も独自のもの
である。以上同君の 2 ・ 3λ精密解析の論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認めら
れる。
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